
大きなスライドから加速しトップスピードへ
　全身のバネを一気に爆発　重力に反発し上へ　そして前へ

ジャンプ！

第４回東臼杵郡民体育大会（諸塚村）　陸上男子走り幅跳び（平成21年８月23日撮影）
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▲

男
子
Ｇ
１
０
０
ｍ
に
出
場
し
た
最
年
長
の

椎
葉
司
朗
さ
ん
（
63
歳
・
上
椎
葉
上
１
）

▲

ラ
ス
ト
勝
負
を
制
し
て
優
勝
し
た
中
学
女

子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
の
メ
ン
バ
ー

　

左
か
ら
甲
斐
奈
菜
さ
ん
、
尾
前
佐
知
さ
ん
、

中
竹
美
紀
さ
ん
、
那
須
結
香
さ
ん
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３
年
ぶ
り
の
総
合
優
勝
！

第
４
回 

東
臼
杵
郡
民
体
育
大
会

美
郷
町
と
栄
冠
分
け
合
う

　

晴
れ
わ
た
る
青
空
の
下
、
諸
塚
村
民
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に
「
第
４
回
東
臼
杵
郡

民
体
育
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
８

月
23
日
）

　

こ
の
大
会
は
郡
内
４
町
村
に
よ
る
対
抗

戦
で
、
走
・
投
て
き
・
跳ち

ょ
う
や
く躍の

陸
上
種
目

【総合成績】優勝　椎葉村 １６３点
　　　　　　〃　美郷町 １６３点
　　　　　３位　門川町 １５２点
　　　　　４位　諸塚村 １１５点

【男子の部】※３位入賞者
《年齢区分》
　Ａ＝29歳以下、Ｂ＝39歳以下
　Ｃ＝44歳以下、Ｄ＝49歳以下
　Ｅ＝54歳以下、Ｆ＝59歳以下
　Ｇ＝60歳以上
Ａ100m　１位　椎葉誠也　11秒９
Ｂ100m　１位　椎葉聖哉　12秒３
　　　　　２位　那須力男　12秒５
Ｃ100m　３位　尾前慎二　14秒５
Ｄ100m　２位　高島清行　14秒５
Ｅ100m　１位　椎葉孝則　13秒７
Ｆ100m　３位　中瀬龍雄　14秒６

【女子の部】※３位入賞者
《年齢区分》
　Ａ＝29歳以下、Ｂ＝39歳以下
　Ｃ＝49歳以下、Ｄ＝50歳以上
Ｃ100m　　　２位　那須美代子　16秒７
Ｄ　60m　　　２位　那須邦子　10秒７
　　　　　　　　※大会新記録
中学100m　　２位　甲斐奈菜　14秒３
　　　　　　３位　那須結香　14秒４
中学400mR　１位
　（甲斐奈菜・中竹美紀・尾前佐知・
　　那須結香）
共通走幅跳　３位　岡村知美　３ｍ19
Ｂ砲丸投　　１位　尾前幸子　８ｍ18
　※Ｂ砲丸＝４kg
Ｃ砲丸投　　３位　椎葉藤香　７ｍ53
　※Ｃ砲丸＝2.7kg

【団技の部】
綱引き　　１位
玉入れ　　３位

Ｇ100m　２位　椎葉司朗　14秒８
共通200m　１位　岡村拓尭　24秒７
Ａ3000m　３位　那須晋太郎　12分57秒5
Ｂ3000m　３位　椎葉幸治　12分32秒3
Ｃ3000m　１位　中村義市　11分22秒8
Ｅ3000m　３位　椎葉　豊　11分30秒3
共通800mR　２位　１分43秒５
　（那須力男・岡村亮二・椎葉誠也・
　　岡村拓尭）
Ａ走幅跳　　１位　岡村拓尭　６ｍ03
Ｂ走幅跳　　１位　椎葉聖哉　５ｍ45
　　　　　　３位　甲斐健二　５ｍ31
Ｃ走幅跳　　２位　尾前慎二　４ｍ51
共通走高跳　１位　椎葉幸司　１ｍ60
Ａ砲丸投　　１位　尾前義文　９ｍ82
Ｂ砲丸投　　２位　甲斐秀二　11ｍ18
　※ＡＢ砲丸＝5.4kg
Ｃ砲丸投　　１位　右田忠仁　11ｍ22
Ｄ砲丸投　　１位　岡村正司　10ｍ91
　※ＣＤ砲丸＝４kg

= 競技結果 =

と
、
綱
引
き
や
玉
入
れ
の
団
体
競
技
を
行

う
ス
ポ
ー
ツ
大
会
。
結
果
は
男
子
の
部
が

２
位
、
女
子
の
部
が
３
位
で
、
総
合
が
美

郷
町
と
並
ん
で
同
点
１
位
。
見
事
に
３
年

ぶ
り
の
優
勝
旗
を
手
に
し
ま
し
た
。

元気じいちゃん！
元気ばあちゃん！
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男  

性
女  

性

９月21日は
「敬老の日」

各地区で敬老行事が開催
されます。みなさんでご長
寿をお祝いしましょう！

※大河内地区は12日
　松尾地区は13日
　鹿野遊地区は20日

元気じいちゃん！
元気ばあちゃん！

椎
葉
村 

長
寿
番
付

順位 氏　名 地区名 年齢
１位 椎葉　　武 尾八重（横　　野）99歳
２位 中瀬　良雄 小　崎（狩　　底）97歳
３位 日隈　惣七 上椎葉（平 寿 園）95歳
４位 中竹　淺雄 松　尾（栗 ノ 尾）93歳
５位 那須　　重 不土野（古枝尾下）92歳
６位 甲斐　敏夫 松　尾（小 河 内）92歳
７位 椎葉　　均 尾　向（尾 手 納）91歳
８位 椎葉傳千代 松　尾（水　　越）91歳
９位 甲斐　利行 小　崎（竹ノ枝尾日添）91歳
10位 椎葉　義實 大河内（矢　　立）91歳

椎葉村を支えてきた大先輩！

いつものみんなで集まって、ボールと輪投げで楽しく運動。
お昼はみんなで食事会。広がる笑顔に心も和む。
今日も楽しい「いきいきサロン」。（８月 27日・栂尾の館）

笑顔で元気！
　生涯現役！

順位 氏　名 地区名 年齢
１位 那須チョウ 松　尾（畑鳥ノ巣）100歳
２位 椎葉チエカ 尾　向（向山日添）99歳
３位 椎葉　玉枝 松　尾（中ノ八重）99歳
４位 椎葉アキノ 上椎葉（上椎葉下１）99歳
５位 椎葉ヨシエ 尾　向（向山日当下）98歳
６位 荒竹　イワ 松　尾（岩屋戸中）98歳
７位 山中　シマ 上椎葉（尾田山中）97歳
８位 髙松アサエ 大河内（大　　薮）97歳
９位 尾前　マヨ 尾　向（水　　無）97歳
10位 椎葉ハツエ 上椎葉（平 寿 園）97歳

※敬称略　　※90歳以上は男性16人、女性49人（８月末現在・同年齢は生年月日順）



Public Relations of  SHIIBA �2009（H21）９月号

シリーズ　光でつながる椎葉村 ⑥アナログテレビ放送は、2011年7月24日までに終了。
残り22ヶ月！

１）より利用しやすい
　　料金体系になりました。

※①＝加入促進期間（9月30日まで）に申し込まれた場合の初期負担金です。
　　　注意：椎葉村に住民票のない方には適用されません。
※②＝加入促進期間終了後（10月1日以降）に申し込まれた場合の初期負担金です。
　　　（実費とは、実際に係った費用を利用者に負担していただくことです）
※③＝村内に住民票の無い方は毎月の利用料が有料（500円）となります。

利　
　

用　
　

料

毎月の
利用料

初　期　負　担　金
引 き 込 み 宅 内 工 事

※① ※② ※① ※②

住居の用途である建物 無料※③ 無料 半額実費 無料 実費

２件目以降の住宅
（１件当たり）  500円  無料 実費  定額負担 実費

公民館（自設も含む）
村の避難所指定の施設
消防器庫（詰所有）

無料 無料 無料 無料 無料

公的な産業施設（加工場等）  500円 無料 実費 無料 実費

上記以外（事業所等）  500円  無料 実費  定額負担 実費

【問い合わせ先】役場 総務課 企画観光グループ
☎0982-67-3203　FAX0982-67-2825

「加入促進期間」の締め切りは９月30日
申込書の提出はお早めに！

椎葉村 光ファイバーネットワーク

加入申込はお済みですか？

※太字（網掛け）の部分が追加・変更になりました。（９月１日現在）

＝ 引込み･宅内工事とは？ ＝

無料電話番号を２つ以上取得する場合 １番号に付　500円➡



Public Relations of  SHIIBA � 2009（H21）９月号

２）２台目、３台目のテレビには「多チャンネル受信機
　　（STB）」もしくは「地デジ対応テレビ（地上デジ
　　タルチューナー）」が必要です。

１台分の「多チャンネル受信機」については、役場から配布いたします。
２台目以降につきましては、皆様でご準備いただきますようお願いいたします。

場　　　合 対　　　応 購　入　先

役場が流す放送も見たい
※無料の２〜３番組

テレビ１台につき１台づつ、多チャンネ
ル受信機（STB）が必要です。地上放送
も見ることができます。

準備ができ次第
ご案内いたします

地上放送だけでよい
※NHK、MRT、UMKの番組

地デジ対応テレビをご準備いただくか、テレ
ビ１台ごとに地デジチューナーが必要です。 電気店、家電量販店

質　　　問 回　　　答

　村外ＩＰ電話（０５０
電話）に加入しないと、
村外に電話をかけること
ができないのですか？

　現在の電話回線（ＮＴＴ等）を継続していただけば、加入しなくても
村外への通話は可能です。村外ＩＰ電話のみ後から加入することもでき
ます。

　１件の家に２台テレビ
がある場合「加入申込書」
の「２カ所目」にも書か
ないといけませんか？

　記入する必要はありません。
　別の建物にも光ファイバーを引きたい場合「２カ所目」にご記入下さ
い。２カ所目以降は利用料が発生します。
※テレビだけを見たい場合は、分配機を利用しテレビ線（同軸ケーブル）
を引くことによって見ることができます。この場合は利用料は発生し
ません。

３）Ｑ＆Ａ　※よくあるご質問

テレビの
接続例

多チャンネル
受信機（STB）

分配機
テレビ線

（同軸ケーブル）

１台目は
無料で配布
されます

・地上放送（NHK、MRT、
　UMK）のみ見ることが
　できます

・地上デジタル放送
・無料番組（時代劇等）が見れます

地デジチューナー多チャンネル
受信機（STB）



“
剣け

ん

志し

会か
い

”

　

夏
休
み
合
同
け
い
こ
会

　

８
月
８
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
、
村
民
体
育
館
で
村
内
の
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
と
中
学
生
に
よ
る
合
同
け
い
こ
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
帰
省
中
の
高
校
生
、大
学
生
、

村
内
の
指
導
者
が
加
わ
り
、
総
勢
40
人
に

よ
る
熱
心
な
け
い
こ
会
と
な
り
ま
し
た
。

途
中
か
ら
見
学
し
て
い
た
お
母
さ
ん
た
ち

も
竹
刀
を
手
に
参
加
す
る
な
ど
、暑
い
中
、

み
ん
な
一
生
懸
命･･･

。

　

一
日
中
お
疲
れ
様
で
し
た
。

【
情
報
・
写
真
提
供
】

　

中
瀬 

博ひ
ろ

光み
つ

さ
ん
（
小
崎
道
場 

代
表
）

むらのできごと

衆議院議員総選挙
投開票の結果をお知らせします

　８月30日に村内11の投票所において、第45回衆議
院議員総選挙及び第21回最高裁判所裁判官国民審査
の投票が行われ、即日開票の結果、次のとおり確定
いたしました。

政党別得票（比例代表）

候補者名
得　票　数

村　内 県　内
幸福実現党 8 3,660
公　明　党 338 105,490
民　主　党 522 218,759
みんなの党 43 21,043
社会民主党 131 50,852
自由民主党 1,116 193,411
日本共産党 27 26,686
国 民 新 党 96 11,226

最高裁判所裁判官
国民審査結果

裁判官氏名 罷免可
（×あり）

罷免不可
（×なし）

櫻井 龍子 53 2,086
竹内 行夫 46 2,093
涌井 紀夫 39 2,100
田原 睦夫 41 2,098
金築 誠志 44 2,095
那須 弘平 39 2,100
竹﨑 博允 30 2,109
近藤 崇晴 30 2,109
宮川 光治 34 2,105

※敬称略

投票区別投票結果（小選挙区）
投票区 地区名 当　日

有権者数 投票者数 投票率

第１区 上椎葉 783 640 81.74%
第２区 鹿野遊 199 171 85.93%
第３区 仲　塔 124 107 86.29%
第４区 尾八重 76 68 89.47%
第５区 尾　向 176 158 89.77%
第６区 不土野 126 113 89.68%
第７区 栂　尾 43 39 90.70%
第８区 大河内 228 193 84.65%
第９区 小　崎 284 238 83.80%
第10区 松　尾 611 453 74.14%
第11区 向　山 231 204 88.31%

合　　計 2,881 2,384 82.75%

※期日前帳票833票、不在者投票13票を含む
※第１投票区には在外選挙人を含む

候補者別得票（小選挙区）

候補者名
得　票　数

当　選
村　内 ２区内

江　 藤　 た　 く 1,804 120,567 当
大　 原　 も り と 82 7,609
しまさき　義　和 5 1,770
どうきゅう 誠一郎 455 81,997 復当
※敬称略 ※どうきゅう誠一郎氏は比例復活当選
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日
向
支
部
消
防
操
法
大
会

　

 

椎
葉
村
５
連
覇
な
ら
ず

　

８
月
１
日
、
日
向
市
の
お
倉
ヶ
浜
「
消

防
訓
練
広
場
」
で
、
第
57
回
日
向
支
部
消

防
操
法
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
椎
葉
村

か
ら
は
、
７
月
４
日
の
村
予
選
を
勝
ち
抜

い
た
３
チ
ー
ム
が
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
出

場
。
結
果
は
昨
年
７
位
の
２
部
が
、
優
勝

チ
ー
ム
に
あ
と
１
点
差
と
迫
る
健
闘
を
見

せ
、
見
事
準
優
勝
を
獲
得
。
惜
し
く
も
椎

葉
村
勢
５
連
覇
に
は
手
が
届
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
来
年
の
県
大
会
、
そ
し
て
３
年

後
の
全
国
大
会
へ
と
、
今
後
の
活
躍
に
期

待
の
も
て
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

むらのできごと

小
型
ポ
ン
プ
の
部　

第
２
部
が
準
優
勝
！

優勝　諸塚村本部
　　　得点３２９点・タイム45秒０９
２位　椎葉村第２部（上椎葉･栂尾）
　　　得点３２８点・タイム44秒３０
５位　椎葉村第10部（向山）
　　　得点３２１点・タイム44秒９２
９位　椎葉村第11部（尾前）
　　　得点３１６点・タイム45秒５３

【大会成績】（10チーム）

ネ
ズ
ミ
の
仲
間
で
は

あ
り
ま
せ
ん

　

モ
グ
ラ
目 

ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
科
の
カ
ワ

ネ
ズ
ミ
と
い
い
ま
す
。
ネ
ズ
ミ
の
仲
間
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
州
・
四
国
・
九
州
に

分
布
す
る
、
日
本
固
有
種
で
す
。
半
水
生

生
活
で
、
渓
流
に
面
し
た
石
垣
や
岩
礫
の

間
等
に
巣
を
営
み
出
産
し
、
移
動
や
捕
食

は
お
も
に
渓
流
を
泳
い
で
行
い
ま
す
。
水

生
昆
虫
や
カ
エ
ル
、
渓
流
魚
な
ど
を
捕
食

し
、
時
に
、
ヤ
マ
メ
な
ど
の
養
魚
場
に
大

き
な
被
害
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
県
内
で
の
生
息
地
域
・
生
息
環
境
】

　

西
米
良
村
や
北
郷
町
で
確
認
さ
れ
て

お
り
、
本
県
で
は
３
例
目
で
す
。
河
川
渓

流
域
に
比
較
的
ふ
つ
う
に
生
息
し
て
い

ま
し
た
が
、
河
川
改
修
な
ど
に
よ
っ
て
岸

や
川
床
ま
で
も
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め

ら
れ
た
り
、
餌
と
な
る
小
魚
や
水
生
昆

虫
が
減
少
し
て
、
生
息
数
や
生
息
地
も
減

少
し
て
い
ま
す
。
本
県
で
は
準
絶
滅
危
惧

種
（
県
Ｒ
Ｄ
Ｂ
よ
り
）
と
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

【
情
報
・
写
真
提
供
】

　

串く
し

間ま 

研の
り

之ゆ
き

さ
ん
（
松
尾
中
学
校 

教
頭
）

【生息情報募集！】
村内での生息情報を募集します。ご存知の方はご連絡ください。
　連絡先：松尾中教頭 串間☎６７−１０１１
　　　　　広報しいば係　 ☎６７−３２０１
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▲準優勝の２部のみなさん

▲アブラメ（タカハヤ）のおとりで捕獲されたカワネズミ
　（８月29日）松尾・唖谷川（鳥の巣谷）

「カワネズミ」
　　　椎葉村で初確認！



椎葉
晃充
村長の

８月の
動き

１
日　

日
向
支
部
消
防
操
法
大
会（
日
向
市
）

３
日　

庁
議
（
役
場
）

４
日　

自
治
会
館
管
理
組
合
議
会

　
　
　

市
町
村
総
合
事
務
組
合
議
会

　
　
　

県
町
村
会
正
副
会
長
会（
宮
崎
市
）

５
日　

県
住
宅
行
政
連
絡
協
議
会（
宮
崎
市
）

６
日　
全
国
町
村
会
政
務
調
査
会
他（
東
京
都
）

７
日　

入
札
会
（
役
場
）

10
日　

九
州
横
断
道
路
整
備
促
進

　
　
　
　

協
議
会
理
事
会
（
熊
本
市
）

11
日　

全
国
町
村
会

　
　
　
　

臨
時
総
会
（
〜
12
日
・
東
京
都
）

15
日　

尾
向
渓
谷
ま
つ
り
（
尾
向
）

17
日　

後
期
高
齢
広
域
連
合
議
会（
宮
崎
市
）

18
日　

県
町
村
会
臨
時
総
会

　
　
　

県
幹
部
と
の
行
政
推
進
懇
話
会

　
　
　

自
治
講
演
会
（
宮
崎
市
）

19
日　

特
定
健
診
保
健
指
導
先
進
地
視
察

　
　
　
　
（
〜
21
日
・
新
潟
県
・
長
野
県
）

22
日　

矢
立
高
原
ま
つ
り
（
大
河
内
）

23
日　

第
４
回
郡
民
体
育
大
会（
諸
塚
村
）

24
日　

介
護
保
険
・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
　
　

情
報
連
絡
会
議（
す
こ
や
か
館
）

25
日　

入
郷
衛
生
組
合
議
会
（
美
郷
町
）

26
日　

九
州
公
民
館

　
　
　
　

連
協
大
会
（
〜
27
日
・
別
府
市
）

31
日　

県
森
林
審
議
会
（
宮
崎
市
）

▲

日
向
支
部
消
防
操
法
大
会
の
閉
会
式
で

万
歳
三
唱
（
１
日
）

椎葉平家まつり
2009

主役決定！

11月 開催
６（金）・７（土）・８（日）

　「椎葉平家まつり」の主役となる３人が
決定しました。これから１年間、村内外
の各イベントに参加し、椎葉村の観光大
使としてＰＲ活動に努めていただきます。

椎葉　瞳
ひとみ

 さん
24歳・日向市
※尾向（向山日添）出身

　椎葉の魅力を皆さんにＰＲしてい
き、多くの方々にもう一度来たいと感
じて頂けるよう、笑顔で務めたいです。

椎葉 照
てる

高
たか

 さん 27歳・尾向（追手納）

　たくさんのスタッフの方々と協力し
て祭を盛り上げていきたいと思いま
す。緊張すると思いますが頑張ります。

尾川　翠
みどり

 さん 22歳・尾向（三方界）

　一人でも多くの方に椎葉の良さを
知っていただけるように、平家まつり、
一年間のＰＲ活動を頑張りたいです。

観
光
し
い
ば

那
須
大
八
郎

鶴 

富 

姫

子ども大八郎
子ども鶴富姫

　村内の小学３・４年生
の中から抽選で選ばれ
た４人です。笑顔いっぱ
い、元気いっぱい、頑張
ります。

11月７日（土）

南
みなみ

薗
ぞの

 陽
よう

平
へい

 くん

椎葉小・３年

那須 啓
けい

菜
な

 さん

松尾小・３年

11月８日（日）

梅
うめ

北
きた

 帆
かい

人
と

 くん

大河内小・３年

山中 女
じょ

世
せ

伽
か

 さん

椎葉小・３年
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むらのできごと

全
国
大
会
で
大
健
闘
！

　
　

日
向
高
校
カ
ル
タ
部

　

椎
葉
中
学
校
出
身
の
同
級
生
で
高
校
３

年
の
那
須
裕ひ

ろ

美み

さ
ん
（
上
椎
葉
下
２
）
と

椎
葉
美み

智ち

子こ

さ
ん
（
桑
の
木
原
）
が
所
属

す
る
の
は
、日
向
高
等
学
校
の
カ
ル
タ
部
。

二
人
は
６
月
の
県
大
会
で
準
優
勝
し
、
７

月
19
日
・
20
日
に
滋
賀
県
で
行
わ
れ
た「
全

国
高
等
学
校
百
人
一
首
か
る
た
選
手
権
大

会
」
に
出
場
し
ま
し
た
。
ま
た
、
那
須
裕

美
さ
ん
は
７
月
31
日
・
８
月
１
日
に
三
重

県
で
開
催
さ
れ
た
「
全
国
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
」
の
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
部
門

に
宮
崎
県
選
抜
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
し
て

　７月26日、門川町で東臼杵郡婦人会によるスポーツ
レクリエーション大会が開催され、郡内18チームが３
つのパートに分かれてミニバレーを行いました。椎葉
村からは向山・小崎婦人会と、７月12日の村女性スポー
ツ祭で優勝した鹿野遊婦人会が出場。どのチームもコ
ンビネーション抜群のプレーを連発し健闘しました。
結果、鹿野遊地区婦人会のダイアナチーム（那須よし
えキャプテン）が年齢制限なしのエンジョイの部で見
事に優勝。選手のみなさんは、来年度も優勝に向け
て練習に励みたいと決意を新たにしていました。

出
場
し
、
見
事
予
選
を
突
破
。
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
で
は
優
勝
し
た
群
馬
県
チ
ー
ム

に
接
戦
の
末
敗
れ
た
も
の
の
、
全
国
ベ
ス

ト
８
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

鹿
野
遊
婦
人
会
が
優
勝
！

　
　

郡
婦
人
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
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▲全国大会に出場した那須裕美さん（右）
と椎葉美智子さん（左）

▲

優
勝
し
た
ダ
イ
ア
ナ
チ
ー
ム
の
み
な
さ
ん

「梅
う め

」で食欲アップ！健康
レシピ 　「日の丸弁当」や「おにぎり」で、日本人にとって

身近な食材の梅干。その原料の「梅」には多くのクエ
ン酸が含まれていて、疲労防止、疲労回復に効果があ
ると言われます。残暑で疲れた時の食欲増進に、梅を
使った料理を一品添えてみてはいかがですか。

「梅
うめ

ドレ生
なま

春
はる

巻
ま

き」

【栄養成分】※１本分　エネルギー：151kcal
たんぱく質：9.0g　脂質：5.6g　塩分：1.7g

◆つくり方
① はるさめを湯がき、水を切っておく
② えびはすじ切りをし、湯がいてカラを取り、

半分に切り目を入れる
③ 乾ししいたけを水でもどし、切ってⒶ調味

料で味を付ける
　（そうめんツユで煮て味付けしてもＯＫ）

野
菜
い
っ
ぱ
い

梅
ド
レ
で
さ
っ
ぱ
り 中竹　栄

さかえ

 さん

松尾（栗の尾）

⑳

④ きゅうりを細切りにし、レタスと青しそは
洗って水切りする

⑤ 水にくぐらせておいたライスペーパーに具
材を置いて巻く

⑥ ３〜４つに切り分けて、梅ドレッシングを
かけて召し上がれ！

ライスペーパー　５枚

具材

　はるさめ………20ｇ

　えび……………10匹

　乾
ほ

ししいたけ…４枚

　きゅうり………１本

　レタス…………５枚

　青しそ…………10枚

◆材料　※２〜３人分（５本分）
梅ドレッシング
　梅くずし…大さじ３
　砂糖………大さじ１
　酢…………大さじ１
　サラダ油…大さじ３
　酒…………大さじ１

Ⓐ調味料
　砂糖………大さじ３
　醤油………大さじ２
　みりん……適量
　だし汁……適量

photo：中竹 栄椎葉平家まつり
2008

漬物･総菜の部

【最優秀賞】

「梅くずし」
使用

特産品コンテスト
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　椎葉ランナーズクラブから招待状を受け取ったタレントの森脇健児さ
ん。集まった村民44人と一緒に、役場横から上椎葉ダムまでの約４キロを
走りました。（８月８日）

森
もり

脇
わき

健
けん

児
じ

さん
椎葉を走る
BS11「走る男Ⅱ」

毎週日曜日
12：00〜12：30放送

　県内外から大勢が参加、椎葉牛バーベキュー大会が行われた
「矢立高原まつり」。魚のつかみ取りや大声大会、太鼓やダンス
のアトラクションに、参加者みんなが大満足です。（８月22日）

矢立高原まつりでフラダンス

　

椎
葉
厳
島
神
社
で
伐
採
作
業
。
大
き
な

も
の
は
直
径
１
・
６
ｍ
、
樹
齢
３
０
０
年
。

台
風
前
に
こ
れ
で
ひ
と
安
心
。

（
８
月
11
日
）

台
風
前
の
古
木
の
伐
採

　

椎
葉
厳
島
神
社
の
境
内
で
毎
年
姿
を
見

せ
る
「
ウ
ス
キ
キ
ヌ
ガ
サ
タ
ケ
」
は
絶ぜ

つ

滅め
つ

危き

惧ぐ

Ⅱ
類
指
定
の
希
少
種
。（
８
月
12
日
）

発
見
！ 

キ
ノ
コ
の
女
王



カメラ
さんぽ 春夏秋冬

まるごと椎葉

　あいにくの雨。椎葉中学校のグラウ
ンドで予定していたイベントは体育館
で開催。その後も止まない雨に参加者
は一様に心配顔。それを打ち消す一発
の花火。そして次々と大輪の光の花が、
椎葉の夜空に輝きました。
　（７月25日・上椎葉ダム）

雨天決行！
「しいば花火大会」

　尾前川の巨大ウナギ。体長94センチ。捕まえたのは
尾前地区の椎葉誠也さんと尾前慎二さん。さっそくそ
の場で調理。みんなで美味しくいただきました。

（８月30日・写真提供：椎葉誠也さん）

巨大ウナギ「とったど〜！」

　

村
子
ど
も
会
の
「
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ

２
０
０
９
」。
村
内
の
小
中
学
生
に
よ
る

１
泊
２
日
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
。
カ
ヌ
ー

体
験
や
ス
イ
カ
割
り
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
に
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
。
夜
は
テ
ン

ト
に
泊
ま
り
、
食
事
は
手
作
り
飯
ご
う
炊

飯
。
楽
し
く
貴
重
な
体
験
で
す
。

（
７
月
31
日
）

小
崎
川
で

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
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椎葉村役場
　福祉保健課健 康 だ よ り №144

うつ病ってどんな病気？
　うつ病は、単に気分が落ち込んでいるというだけでなく「心も身体も疲労が蓄積し、休息のリズムが乱

れ、疲れているのに休めない状態」をいいます。自分で気づくことが難しく、また周りで見ていても分か

りにくい病気です。

　厚生労働省の調査によると、一生涯に約15人に１人はうつ病を経験していると言われます。そのくら

い「ありふれた病気」の１つではありますが、その多くは、病気であると気づかなかったり、適切な治療

を受けずにいたりするのです。そのため、家族や周りの人の気づきと適切な対応がとても重要です。

＊以前と比べて表情が暗く元気がない

＊体調不良の訴えが多くなる

＊仕事や家事の能率が低下、ミスが増える

＊周囲との交流を避けるようになる

＊遅刻、早退、欠勤が増える

＊趣味やスポーツ、外出をしなくなる

＊飲酒量が増える

☆周りが気づくサイン☆

＊ゆっくりとくつろげる環境をつくりましょう

＊励ましは禁物です

＊本人は気がすすまないのに、気晴らしを進めることはやめましょう

＊自殺まで考えるほど苦しんでいることがあります。そっと寄り添って見守ってください

＊診察を受ける決心がつかないでいる時は、力を貸してください（時には、家族の決断が必要です）

☆家族や周りの人が出来ること☆

☆　相談機関を活用しよう　☆

相　　談　　先 電　話　番　号 相　談　時　間

日向保健所 ０９８２−５２−５１０１ ８：３０〜１７：１５（平日）

宮崎県精神保健福祉センター ０９８５−２７−５６６３ 相談日　※要予約
月曜日（午後）、木曜日（終日）

電話相談「こころの電話」 ０９８５−３２−５５６６ ９：００〜１９：００（平日）

椎葉村役場 福祉保健課 ０９８２−６８−７５１０ ８：３０〜１７：１５（平日）
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の
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
。
す
る
と
『
若
林
椎

葉
家
伝
』
は
、
水
神
を
奉
祭
す
る
有
力
宗
教

家
の
家
系
の
縁
起
を
述
べ
た
も
の
だ
っ
た
こ
と

に
な
る
。

　

三
輪
山
奉
祭
氏
族
に
三
輪
君
が
い
た
が
、
そ

の
分
派
か
と
思
わ
れ
る
大お

お

神が
み

氏し

が
、
豊
後
宇
佐

八
幡
宮
の
祀
管
に
い
た
。
そ
れ
は
、
そ
の
遠
祖

「
大
神
比な

み

義よ
し

」
が
、
三
年
余
り
断
食
、
宇
佐
菱

形
池
畔
の
至
聖
地
で
あ
る
「
三
つ
の
神
井
」
で

神
行
し
、八
幡
神
を
折
り
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。

時
に
欽き

ん

明め
い

天て
ん

皇の
う

の
三
十
二
年
二
月
初
卯
。
そ
の

神
縁
か
ら
、
大
神
氏
は
宇
佐
祀
管
の
一
つ
と
し

て
八
幡
神
に
仕
え
て
き
た
が
、
後
、
法
蓮
の
宇

佐
氏
に
圧
倒
さ
れ
、
豊
後
緒
方
郷
に
退
い
て
武

を
養
い
、
緒
方
氏
を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
、

と
い
う
。
そ
の
『
緒
方
家
伝
』
が
、『
平
家
物
語
』

巻
八
「
小
手
巻
」
に
み
え
る
。

　

そ
れ
は
、木
曽
義
仲
に
追
わ
れ
て
都
を
捨
て
、

太
宰
府
に
落
ち
て
来
た
平
家
一
門
を
、
九
州

か
ら
容
赦
な
し
に
追
い
落
と
し
た
緒
方
三
郎
維こ

れ

義よ
し

の
先
祖 

胝
あ
か
が
り
の
だ
い
た

大
太
の
出
生
譚ば

な
し

で
あ
る
。
即
ち
、

豊
後
の
山
里
に
一
人
の
娘
が
い
た
が
、
毎
夜

通
っ
て
来
る
男
が
い
た
。
母
が
「
誰
か
」
と
尋

ね
る
が
、
娘
は
「
来
る
を
ば
見
れ
ど
も
、
帰
る

を
知
ら
ず
」
と
答
え
る
。
そ
こ
で
母
は
娘
に
麻

糸
を
渡
し
て
「
男
が
帰
る
時
、標し

る

し
に
つ
け
よ
」

と
教
え
る
。
娘
は
男
の
襟え

り

上が
み

に
麻
糸
の
針
を
つ

け
て
帰
し
、
そ
の
後
を
つ
け
た
と
こ
ろ
、
優う

婆ば
が

岳だ
け（

天
孫
降
臨
の
高
千
穂
峰
の
比
定
地
の
一
つ
。

祖
母
山
・
姥
獄
・
二
上
山
と
も
）の
乳
ヶ
岩
屋（
祖

母
山
の
登
山
口
の
扇
岳
の
麓
。
現
在
の
竹
田
市

柏
原
字
国
形
の
穴
森
神
社
の
大
洞
窟
）
に
行
き

つ
い
た
。
そ
こ
に
は
大
蛇
が
苦
し
ん
で
い
て
、

喉の
ど

笛ぶ
え

に
娘
が
刺
し
た
麻
糸
の
針
が
刺
さ
っ
て
い

た
。
こ
の
大
蛇
は
高
千
穂
明
神
で
、
生
ま
れ
た

子
供
が
胝
大
太
緒
方
維こ

れ

基も
と

な
の
だ
と
い
う
。
死

ん
だ
の
は
娘
で
は
な
く
蛇
の
方
だ
っ
た
が
『
若

林
椎
葉
家
伝
』
の
典
型
話
で
あ
る
。
す
る
と
、

若
林
椎
葉
家
は
、
緒
方
系
統
の
有
力
豪
族
の
流

れ
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
（
西
南
学
院
大
学 

名
誉
教
授　

山
中 

耕
作
）

と
教
え
た
。
翌
朝
よ
く
見
る
と
、
糸
は
三
束
を

残
し
て
、
鍵か

ぎ

穴あ
な

か
ら
外
に
出
て
お
り
、
辿た

ど

っ
て

行
く
と
、
そ
の
糸
は
三
輪
の
神
の
社
に
入
っ
て

い
た
。
そ
れ
で
お
腹
の
子
は
、
大
和
で
神
々
の

神
と
祟
敬
さ
れ
る
三
輪
山
の
神
の
子
で
あ
る
と

分
か
っ
た
。
三
輪
山
の
神
は
蛇
神
だ
か
ら
水

神
で
あ
る
。
活
玉
依
姫
は
、
神
聖
な
神
の
霊

魂
の
よ
り
憑つ

く
巫
女
で
あ
る
。
生
ま
れ
た
子
は

『
崇
神
記
』
で
は
櫛く

し

御み
か
た
の方

命み
こ
とだ

っ
た
と
い
う
。

尾
崎
暢
殃
氏
に
よ
れ
ば
、
櫛
は
霊
妙
の
意
。
御

方
は
日
方
と
同
意
で
太
陽
の
方
か
ら
吹
く
風

で
、
穀
霊
信
仰
・
風
神
信
仰
に
か
か
わ
る
神
だ

と
す
る
。

　

右
『
崇
神
記
』
の
三
輪
山
伝
説
の
類
話
に
、

前
号
で
も
報
告
し
た
『
崇
神
記
』
の
三
輪
山
伝

説
が
あ
る
。
即
ち
倭や

ま
と迹

迹と

日ひ

百も
も

襲そ

姫ひ
め
の

命み
こ
との

も

と
に
夜
毎
に
訪
れ
る
男
が
い
た
の
だ
が
、
当

の
姫
は
素
性
が
分
か
ら
な
い
の
で
不
安
。
男

に
「
ど
う
か
姿
を
見
せ
て
欲
し
い
」
と
言
う
。

す
る
と
「
明
朝
、
お
前
の
櫛く

し

笥げ

を
開
け
て
み

よ
」
と
の
こ
と
。
そ
こ
で
翌
日
、
櫛
笥
を
開

け
て
み
る
と
、
美
し
い
小
蛇
が
い
た
。
肝
を
潰つ

ぶ

す
姫
に
、
男
は
恥
て
怒
り
、
姫
は
悔
い
て
身

体
を
箸
で
突
い
て
死
ぬ
、
と
い
う
説
話
で
あ

る
。
男
は
三
輪
山
の
神
で
蛇
神
・
水
神
・
風
の

神
。『
崇
神
記
』
で
は
姫
を
そ
の
「
妻
」
と
い
っ

て
い
る
。
ま
た
尾
崎
氏
は
、
こ
の
名
は
内
政
的

に
勲
功
が
あ
っ
た
か
ら
こ
の
称
で
あ
る
と
い
う

が
、
こ
こ
で
は
三
輪
山
の
神
に
仕
え
る
高
貴
な

巫
女
の
立
場
に
あ
る
。
が
『
祟
神
記
』
の
場
合
、

姫
は
死
に
至
っ
て
る
。
水
神
の
犠
牲
に
な
っ
た

巫
女
の
説
話
に
は
違
い
な
い
。
犠
牲
と
は
も
ち

ろ
ん
究
極
の
奉
仕
・
祭
祀
で
あ
る
。『
肥
前
風

土
記
』
松
浦
郡
の
褶ひ

れ

振ふ
り
の

峰み
ね

の
条
で
は
、
大お

お

伴と
も
の

狭さ

手で

彦ひ
こ

が
任み

ま
な那

に
出
征
し
た
後
、
そ
の
妻 

弟お
と

日ひ

姫ひ
め

子ご

の
も
と
に
夜
毎
、
夫
そ
っ
く
り
の
男
が

通
っ
て
来
る
。
弟
日
姫
子
は
不
思
議
に
思
い
、

通
っ
て
来
る
男
に
糸
を
つ
け
て
翌
日
、
後
を

辿
っ
て
み
る
と
、
峰
の
頂
き
の
池
の
側
に
蛇
が

い
て
、
弟
日
姫
子
を
池
の
底
に
引
き
入
れ
て
し

ま
う
と
い
う
筋
。
此
処
で
も
、
巫
女
が
水
神

と
言
う
伝
説
が
あ
る
。
内
膳
殿
は
、
そ
の
発

音
か
ら
平
家
の
郎
党
で
知と

も

盛も
り

に
は
乳
兄
弟
だ
っ

た
『
平
内
左
衛
門
』
か
も
知
れ
な
い
。
ツ
ル
は

椎
葉
歳
治
氏
の
お
説
の
通
り
水
神
に
奉
仕
す

る
巫み

女こ

。
蛇
は
も
ち
ろ
ん
三
段
の
滝
の
主ぬ

し

親

子
。
水
神
と
い
っ
て
も
よ
い
。
地
名
天
包
は
、

折
口
信
夫
大
人
に
よ
れ
ば
、
物
忌
み
に
籠こ

も
っ

て
い
る
こ
と
。
従
っ
て
、
若
林
椎
葉
家
の
屋

敷
は
、
聖
地
と
い
う
こ
と
に
な
る
。『
桃
の
花

酒
』
は
椎
葉
ク
ニ
子
氏
が
説
か
れ
る
よ
う
に

『
菖

し
ょ
う

蒲ぶ

酒ざ
け

』 
と
と
も
に
、
魔
物
の
毒
を
消
す
も

の
で
、
三
月
三
日
に
は
『
桃
の
花
酒
』、
五
月

五
日
に
は
『
菖
蒲
酒
』
を
飲
む
も
の
と
い
う
。

針
も
ま
た
、
本
誌
平
成
十
三
年
四
月
号
『
ム

キ
の
話
』
で
、
椎
葉
ク
ニ
子
氏
が
説
か
れ
る
よ

う
に
、
蛇
を
避さ

け
る
た
め
娘
は
嗜た

し
な

み
と
し
て
必

ず
針
を
携け

い

行こ
う

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う

教
え
。
こ
の
椎
葉
の
風
習
は
、
こ
の
『
平
家

落
人
内
膳
殿
の
話
』
が
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い

る
。
こ
の
伝
説
は
、
蛇
婿む

こ

入い

り
。
伝
説
で
は
三

輪
山
伝
説
の
小お

手だ

巻ま
き

型が
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

正
体
不
明
の
夫お

っ
と

に
麻
糸
を
通
し
た
針
を
つ
け
て

帰
し
た
の
だ
が
、
残
り
の
麻
糸
は
三
輪
だ
っ
た

か
ら
、
夫
の
山
を
三
輪
山
と
呼
ぶ
こ
と
に
な
っ

た
。
さ
て
跡
を
つ
け
て
み
る
と
、
夫
は
そ
の
山

の
神
で
、
蛇
だ
っ
た
。
つ
ま
り
山
の
水
の
神
で

あ
る
。
夜
神
楽
で
い
え
ば
荒
神
。
娘
は
そ
の
神

の
巫
女
だ
が
、
結
果
と
し
て
そ
の
神
の
犠
牲
に

さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
『
若
林
椎
葉
家
伝
』
の

原
話
は
、
上
古
の
『
崇す

神じ
ん

記き

』
の
説
話
で
、
娘

は
活い

く

玉た
ま

依よ
り

姫ひ
め

。
男
は
三
輪
山
の
神
で
、
夜
半
に

通
っ
て
来
る
。
姫
は
ほ
ど
な
く
妊
娠
す
る
。
親

が
聞
い
て
も
「
性
分
は
分
か
ら
ぬ
」
と
い
う
。

そ
こ
で
親
は
麻
糸
を
渡
し
て
「
男
に
つ
け
よ
」

　
『
平
家
落
人
内
膳
殿
の
話
』（『
広
報
し
い
ば
』

№
５
５
６
・
平
成
十
二
年
二
月
号
で
紹
介
）
の

概
要
を
復
習
し
て
み
る
と
、

　

平
家
落
人
内ね

え

膳ぜ
ん

殿ど
の

と
、
そ
の
妻
ツ
タ
・
娘
ツ
ル

の
三
人
は
、
五
木
・
五
家
荘
か
ら
逃
れ
、
安
住
の

地
を
求
め
て
、不
土
野
上
の
天あ

ま

包づ
つ
みに

や
っ
て
来
た
。

　

ツ
タ
は
麻
糸
作
り
が
上
手
だ
っ
た
。
ツ
ル
が

一
五
、六
に
な
っ
た
こ
ろ
、
若
い
男
が
毎
夜
ツ

ル
の
も
と
に
通
っ
て
来
る
よ
う
に
な
り
、
程ほ

ど

な

く
ツ
ル
は
妊
娠
。
が
、
親
が
ツ
ル
に
男
の
素す

性じ
ょ
う

を
聞
い
て
も「
知
ら
な
い
」と
答
え
る
。そ
こ
で
、

男
が
来
た
晩
、
障
子
の
透
き
間
か
ら
袴は

か
ま

の
裾す

そ

が

見
え
た
の
で
、
麻
糸
の
先
に
針
を
通
し
、
男
の

袴
の
裾
に
刺
し
た
。
翌
朝
、
男
が
帰
っ
た
が
、

余
程
遠
く
に
帰
る
の
か
、
三
日
三
晩
、
囲い

炉ろ

裏り

の
傍か

た
わ

ら
の
糸
巻
き
が
カ
ラ
カ
ラ
と
音
を
立
て
て

廻
っ
た
。
そ
の
麻
糸
を
辿た

ど

っ
て
み
た
ら
、
人じ

ん

跡せ
き

稀ま
れ

な
奥
山
に
続
い
て
い
て
、
三
段
に
落
ち
る
大

滝
の
、
中
の
滝
壺
に
通
じ
て
い
て
、
底
か
ら
男

の
言
い
争
う
声
が
す
る
。
驚
い
た
事
に
、
声
の

主
は
親
子
の
蛇
で
、
親
が
「
お
前
は
毎
晩
ど
こ

行
く
か
」
と
息
子
を
叱し

か

る
と
、
息
子
は
「
若
林

に
通
う
と
る
。
娘
の
ツ
ル
を
孕は

ら

ま
せ
た
」
と
得

意
気
だ
が
、親
は
「
先
方
の
親
が
、ツ
ル
に
『
桃

の
花
酒
』
を
飲
ま
せ
れ
ば
、
す
ぐ
堕お

ろ
せ
る
」

と
答
え
て
い
る
。
そ
れ
を
聞
い
た
ツ
ル
の
親
は

帰
宅
し
、
三
月
節
句
が
来
る
と
、
ツ
ル
に
『
桃

の
花
酒
』
を
飲
ま
せ
た
。
と
、
ツ
ル
は
蛇
の
卵

を
生
ん
だ
が
、
そ
の
後
、
病
を
得
て
死
ん
だ
。
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「
平へ

い

家け

落お
ち
ゅ
う
ど人

内ね
え

膳ぜ
ん

殿ど
の

」
の
話

（
前
編
）

椎
葉
の
散
歩
道



博物館で写真展開催中！ 「椎葉村の動植物たち」

土地の売買には
届出が必要です

10月は「土地月間」
10月１日は「土地の日」です

　国土利用計画法では、一定面積
（１ha）以上の土地について売買な
どの土地取引を行った場合、契約
締結後２週間以内に権利取得者（買
い主）が、土地の所在する市町村長
を経由して知事に届け出ることが義
務付けられています。なお、山林等
も届出の対象ですのでご注意くだ
さい。
　土地は公共性・社会性を持った限
られた資源です。土地の有効利用の
実現のため、みなさんのご理解とご
協力をお願いします。
■問い合わせ先
　役場 総務課 行政グループ
　　☎０９８２−６７−３２０１

〜事業者のみなさんへ〜
山村税制特例が
新しくなりました

　平成21年度税制改正において、振
興山村で製造の事業を営む事業者
が、それら事業に使用する機械や建
物を取得した場合に、特別償却がで
きる制度が創設されました。

【特例の内容】
　製造の事業、旅館業及びソフトウ
エア業の事業に使用する機械や建物
等を取得、建設した場合に、事業に
使用した日を含む事業年度におい
て、その資産の通常の償却に加え、
取得価格の一定割合に相当する額を
特別償却することができます。

【対象業種及び特別償却率等】
■取得価格　2,000万円超
■業種及び特別償却率
　製造の事業・ソフトウエア業
　　機械等10/100・建物等６/100
　旅館業
　　建物等６/100
■問い合わせ先
　役場 総務課 企画観光グループ
　　☎０９８２−６７−３２０３

れる「観月会」のひとつでもあります。

③「江代山登山」または「癒しの森
林浴」のいずれかを選択

【期　日】４日 9：30 〜 16：00
【参加費】4,000円（癒しの森林浴は
3,000円）・昼食弁当付き

【内　容】江代山も、苔の谷での森
林浴も、この時期がもっとも感動で
きます。

※小学生以下は各1,000円引き
※２日間通しの参加費は大人9,000円
（小学生以下6,000円）３日夕食（宴
会）、宿泊、４日朝食、昼食つき

※各募集定員30人
　（最小催行人員10人）
■問い合わせ先
　大河内森林ガイドの会
　　☎０９８３−４１−８４３３
　ホームページは
　　「大河内癒しの森」で検索！
　Eメール
　　pirorin@nature.email.ne.jp

名月と伝統のまつり、
高原の風流を楽しむ

特別イベント
　「大河内森林ガイドの会」による
秋の特別イベントが開催されます。
この季節ならではの大自然の魅力を
味わいに、大河内の癒しの森へ、ぜ
ひお越しください。
■開催日　10月３日（土）〜４日（日）
①大河内臼太鼓踊鑑賞
　（大河内八幡神社）

【期　日】３日 13：00 〜 16：00
【参加費】3,000円・食事なし
【内　容】「十五夜踊り」とも呼ばれ
る伝統芸能を鑑賞します。

②食事交流会「月見の宴」
　（矢立高原キャンプ場泊）

【期　日】３日 18：00 〜泊
【参加費】4,000円・夕食、昼食、宿
泊（バンガロー）付き

【内　容】地元住民も参加して、月
見の宴。九州ハイランド各地で行わ

　椎葉民俗芸能博物館１階で「椎
葉村の動植物たち」を開催中！ 
カブトムシなどのジオラマや、生
きものの写真の展示会を行ってい
ます。
　植物の部（園芸種の花）は松尾
中学校用務員の椎葉春香さんが、
昆虫の部や大イチョウなどの大樹
コーナーは教頭の串間研之さんが
担当しています。
　昆虫の写真は椎葉村のヒメボタ
ルの交尾や明滅の写真をはじめ、
集団の雄のアオスジアゲハや校舎
内に飛び込んできた、ヤブヤンマ、
オオツノトンボ、オオムラサキ、
ミスジチョウ、ルリボシカミキリ、
ウラギンシジミなど30種ほど展示
しています。期間は平家まつり（11
月６日〜８日）まで。少しずつ展
示替えしながら、みなさまのご来
館をお待ちしています。

お 知 ら せ

Public Relations of  SHIIBA 1�2009（H21）９月号

▲椎葉村の動植物たち（写真展）

▲標本も多数並ぶ昆虫展

■問い合わせ先　椎葉民俗芸能博物館　☎０９８２−６８−７０３３



■申込・問い合わせ先
　役場 福祉保健課 保健予防係
　　☎０９８２−６８−７５１０
■申込締切　９月30日（水）

知っていますか？
建退共制度

　建退共制度とは、建設現場で働く方々
のために国で法が定められた退職金制
度で、現場で働く労働者が退職する場
合に建退共から退職金が支払われます。

【加入者】建設業を営む方
【対象者】建設業の現場で働く人
【掛　金】日額310円
【特　長】
◎国の制度で安全、確実、申し込み

手続は簡単
◎経営事項審査で加点評価の対象
◎掛金の一部を国が助成
◎掛金は事業主負担となりますが税

法上の優遇有り
◎事業主が変わっても退職金は企業

間を通算して計算される
■問い合わせ先
　建退共 宮崎支部（宮崎市）
　　☎０９８５−２０−８８６７
※ホームページは「建退共」で検索

しアクセスを！

あなたが主役
明るい職場と健康づくり
〜全国労働衛生週間〜

　労働者が明るく元気に働くため「トッ
プが決意 みんながつくる 心の健康・
明るい職場」をスローガンとして、第
60回 全国労働衛生週間が展開されま
す。10月１日から７日まで行われ、９月
１日から30日を準備期間となります。
　事業主が自らの責任を認識し、労
働者自身も健康管理の活動に参加
し、積極的に健康づくりに取り組
んでいくことが重要です。県内すべ
ての事業場において、労働衛生意識
の高揚を図るとともに、自主的な労
働衛生管理活動を推進しましょう。
■問い合わせ先
　宮崎労働局 安全衛生課
　　☎０９８５−３８−８８３５

税の納期（９月分）
納期限内に納めましょう。
　【国民健康保険税】（４期）
■納　期　限　９月30日
■口座振替日　９月28日
■問い合わせ先
　役場 税務住民課 税務グループ
　　☎０９８２−６７−３２０５

お気軽に「行政相談」へ
　行政に関する苦情や要望はござい
ませんか。お気軽にご相談ください。
■期日　10月13日（火）
　　　　　※毎月第２火曜日
■時間　９：00 〜 12：00
■場所　高齢者センター（上椎葉）
■問い合わせ先
　役場 総務課 行政グループ
　　☎０９８２−６７−３２０１

悩まずに相談しませんか
「三者合同相談所開設」

10月19日（月）から25日（日）は
「秋の行政相談週間」です

　三者合同による相談所を開設しま
す。相談は無料で、秘密は守られま
す。お気軽にご相談ください。
■期日　10月20日（火）
■時間　10：00 〜 14：00
■場所　保健センター「すこやか館」
■担当　行政相談員
　　　　人権擁護委員
　　　　心配ごと相談員

■問い合わせ先
　役場 総務課 行政グループ
　　☎０９８２−６７−３２０１

心でつながる人と人
「精神保健福祉大会」

　「自分が好き 家族が好き 地域が
好き　〜牧水の心でつながる郷づく
り〜」をテーマに、第49回宮崎県精
神保健福祉大会が開催されます。入
場無料でどなたでも参加できます。
ぜひお越しください。
■期日　10月２日（金）
■時間　12：30 〜 15：30
■内容
　体験発表、講演『こころに寄り添
う大切さ』、アトラクション（日向
十五夜太鼓） 等
■場所　日向市文化交流センター
■問い合わせ先
　日向保健所 健康づくり課
　　☎０９８２−５２−５１０１

「傾聴」について
学んでみませんか？

　『誰かに話を聴いてもらいたい』
と思ったことありませんか？ ただ
そばにいて、否定せずに自分の気持
ちを聴いてもらえると安心するんだ
けど…と思ったことありませんか？ 
気持ちに寄り添いながら人の話を聴
く「傾聴」の技術や技能を学びましょ
う。興味のあるかたならどなたでも
受講できます。ぜひご参加ください。
■期日
【１回目】10月６日（火）午後
【２回目】10月21日（水）午後
【３回目】11月25日（水）午後

■場所
　保健センター「すこやか館」
■内容　「傾聴」に必要な態度や技
能についての講話や演習など
■対象者　「傾聴」に興味のある方
ならどなたでも参加できますが、で
きるだけ３回ともご参加ください。
■講師　ヘルプラインいのち代表
　寺原國子氏（産業カウンセラー）
■受講料　無料

Shiiba Information

お知らせ
●椎葉村ホームページ
http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
●椎葉村メールアドレス
shbwebm@vill.shiiba.miyazaki.jp

村内のうごき  ●８月１日現在
　男　　1,555人（−8）
　女　　1,582人（−1）
　計　　3,137人（−9）
世帯数　1,256戸（＋1）

Public Relations of  SHIIBA 1� 2009（H21）９月号
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出
生　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

那
須 

絢あ
や

菜な 

ち
ゃ
ん

（
間
柏
原
）
福
円
・
富
美
子 

さ
ん

死
亡　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　
那
須 

松
三
郎 

様（
62
歳
）
鹿
野
遊（
椎
原
）

　

椎
葉 

春
雄 

様（
83
歳
）
尾
向（
追
手
納
）

　
黒
木 

八
重
子 

様（
90
様
）
栂
尾（
栂
尾
）

　

椎
葉 

義
友 

様（
83
歳
）
大
河
内（
大
藪
）

　

椎
葉 

常
美 

様（
76
歳
）
大
河
内（
本
郷
）

　

椎
葉 　

學 

様（
90
歳
）
松
尾（
中
の
八
重
）

　

椎
葉 

シ
メ 

様（
90
歳
）
松
尾（
ロ
ク
ロ
）

　

那
須 

マ
ス 

様（
90
歳
）
松
尾（
中
尾
）

香
典
返
し　
故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活

　
　
　
　
　
　
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　

椎
葉 

秀
巳 

様
（
内
の
八
重
）

　
　
　
（
故 

椎
葉 

タ
ネ
子 

様
）

　

那
須 

正
喜 

様
（
中
尾
）

　
　
　
（
故 

那
須 

マ
ス 

様
）

　

椎
葉 

ハ
ツ
ネ 

様
（
大
藪
）

　
　
　
（
故 

椎
葉 

義
友 

様
）

　

那
須 

貴
浩 

様
（
日
向
市
財
光
寺
）

　
　
　
（
故 

那
須 

百
合
子 

様
）

　

椎
葉 

ア
サ
ノ 

様
（
中
の
八
重
）

　
　
　
（
故 

椎
葉 

學 

様
）

　

椎
葉 

今
朝
徳 

様
（
追
手
納
）

　
　
　
（
故 

椎
葉 

春
雄 

様
）

　

椎
葉 

利
勝 

様
（
ロ
ク
ロ
）

　
　
　
（
故 

椎
葉 

シ
メ 

様
）

　

黒
木 

重
友 

様
（
栂
尾
）

　
　
　
（
故 

黒
木 

八
重
子 

様
）

４
月
分
香
典
返
し
の
報
告
漏
れ
が
あ
り
ま
し

た
。
謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

（
椎
葉
村
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

甲
斐 　

実 

様
（
新
下
松
尾
）

　
　
　
（
故 

甲
斐 

美
惠
子 

様
）

　

黒
木 
ヒ
サ
エ 

様
（
吐
野
々
）

　
　
　
（
故 

黒
木 

隆
夫 

様
）

　

那
須 
克
敏 

様
（
内
の
八
重
）

　
　
　
（
故 

那
須 

ア
キ
ノ 

様
）

一
般
寄
附　
社
会
福
祉
事
業
に
活
用
さ

　
　
　
　
　
　
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　

椎
葉 

輝
基 

様
（
上
椎
葉
下
３
）

戸
籍
だ
よ
り
（
７
月
届
出
分
）

３
日　

地
区
中
学
校
秋
季
体
育
大
会

４
日　

村
内
小
学
校
秋
季
運
動
会

６
日　

予
防
接
種
（
三
種
混
合
）

　
　
　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
座（
尾
向
）

８
日　

集
合
学
習
（
高
学
年
）

９
日　

地
区
中
学
校
秋
季
体
育
大
会（
陸
上
）

11
日　

村
民
体
育
大
会（
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

13
日　

予
防
接
種
（
Ｍ
Ｒ
）

　
　
　

行
政
相
談（
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
）

14
日　

小
学
校
修
学
旅
行
（
〜
16
日
）

15
日　

11
月
期
村
子
牛
品
評
会（
那
須
橋
）

17
日　

村
女
性
の
つ
ど
い

　
　
　

全
国
ス
ポ
レ
ク
祭（
〜
20
日
・
県
内
）

18
日　

村
内
一
斉
清
掃

　
　
　

家
庭
の
日（
毎
月
第
３
日
曜
日
）

19
日　

心
配
ご
と
相
談（
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

集
合
学
習
（
〜
20
日
・
低
学
年
）

20
日　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
座

　
　
　
　
（
尾
向
・
閉
講
式
）

　
　
　

平
家
ま
つ
り
特
産
品
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　

三
者
合
同
相
談（
す
こ
や
か
館
）

21
日　

集
合
学
習
（
〜
23
日
・
中
学
年
）

22
日　

肺
が
ん
検
診
（
〜
23
日
）

24
日　

村
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
さ
わ
や
か

　
　
　
　

秋
季
大
会（
村
総
合
運
動
公
園
）

25
日　

中
学
校
文
化
祭（
椎
葉
中
・
松
尾
中
）

26
日　

焼
畑
体
験
学
習
（
収
穫
）

27
日　

妊
婦
・
乳
児
・
お
誕
生
日
相
談
、

　

乳
児
健
診

　
　
　
　

予
防
接
種
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
Ｍ
Ｒ
）

　
　
　

地
区
中
学
校
駅
伝
大
会

28
日　

小
体
連
陸
上
大
会

　
　
　
　
（
椎
葉
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

29
日　

集
合
学
習
（
〜
30
日
・
高
学
年
）

30
日　

11
月
期
子
牛
郡
共
進
会

31
日　

郷
土
芸
能
の
夕
べ
（
博
物
館
）

10
月
の
主
な
行
事

BOOK  CORNER

おすすめの１冊
開発センター
■問い合わせ先
　椎葉村教育委員会
　☎0982−67−2850

図書室だより栂尾公民館

栂尾（栂尾）

黒木 重
しげ

友
とも

 さん

　

新
潟
県
豪
雪
の
山
村
で
雪
と
た
た

か
い
、
克
服
し
、
村
づ
く
り
を
進
め

て
き
た
記
録
。
山
村
集
落
の
活
性
化

指
針
へ
一
読
の
書
で
す
。

『
豪
雪
の
村
を
拓
く
』

　
− 

若
者
定
住
の
た
め
に 

−

【
ぎ
ょ
う
せ
い
】

（
著
）
須
佐 

昭
三

栂尾（尾崎）

黒木 美
み

代
よ

子
こ

 さん

　

輝
い
て
生
き
て
い
る
事
の
す
ば
ら

し
さ
が
伝
わ
る
元
気
の
出
る
本
で

す
。
両
腕
を
失
っ
た
著
者
が
設
立
し

た
夢
を
叶
え
た
美
術
館
に
も
行
き
ま

し
た
。

『
夢
は
叶
う
も
の 

思
い
強
け
れ
ば
』

【
ぱ
る
す
出
版
】

（
著
）
大
野 

勝
彦

　
『
図
書
館
戦
争
』
で
一
躍
人
気
作

家
に
躍
り
出
た
気
鋭
の
女
性
作
家
が

送
る
、
全
て
自
衛
官
が
ら
み
の
六
編

の
恋
愛
小
説
集
。
甘
い
恋
愛
小
説
が

お
好
き
な
方
に
お
勧
め
で
す
。

『
ク
ジ
ラ
の
彼
』

【
角
川
書
店
】

（
著
）
有
川 

浩

27

　

い
っ
た
ら
さ
い
ご
、
だ
れ
も
か

え
っ
て
こ
な
い
“
あ
や
ま
ち
の
森
”

に
、
リ
ト
ル
・
ビ
リ
ー
は
ふ
ら
り
と

入
り
こ
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
ビ

リ
ー
が
出
会
っ
た
の
は･･･

『
ふ
し
ぎ
の
森
の
ミ
ン
ピ
ン
』【評

論
社
】

（
作
）
ロ
ア
ル
ド
・
ダ
ー
ル

（
絵
）
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ベ
ン
ソ
ン

（
訳
）
お
ぐ
ら 

あ
ゆ
み
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▼
ま
ず
は
お
詫
び
。
８
月
の
選
挙
事
務
に
追
わ

れ
、
９
月
号
の
発
行
が
半
月
遅
れ
に
。
申
し
訳

ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。「
村
報
は
ま
だ
じ
ゃ
ろ

か
」
の
言
葉
に
、
待
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方

が
大
勢
い
る
ん
だ
と
再
確
認
。
感
謝
と
共
に
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
▼
衆
議
院
議
員
総
選

挙
が
終
わ
り
ま
し
た
。
与
党
と
野
党
の
議
席
数

が
逆
転
し
、
政
権
交
代
が
現
実
の
も
の
と
。
こ

の
こ
と
が
中
山
間
地
域
へ
ど
の
よ
う
な
影
響
を

及
ぼ
す
の
か
、
ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん
。
後
退
す

る
こ
と
の
無
い
政
治
を
期
待
し
ま
す
▼
投
票
日

は
８
月
30
日
。
こ
の
日
を
含
め
当
選
者
の
８
月

の
在
任
日
数
は
２
日
間
。
そ
れ
で
も
歳
費
な
ど

２
３
０
万
１
千
円
が
満
額
支
給
さ
れ
る
こ
と
が

法
で
決
ま
っ
て
い
る
の
だ
と
か
。
全
議
員
で
約

11
億
円
。
驚
き
ま
し
た
。
選
挙
期
間
中
ど
の
党

も
「
無
駄
を
省
く
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、

今
後
こ
の
法
律
が
ど
う
な
る
の
か
注
目
し
た
い

と
思
い
ま
す
▼
あ
と
半
月
で
10
月
号
の
発
行
。

自
分
の
仕
事
上
の
無
駄
を
省
き
、
時
間
を
効
率

よ
く
使
っ
て
、
予
定
ど
お
り
に
発
行
し
ま
す
。

･･･

で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
（
リ
キ
）

編
集
後
記

E
d

ito
r's C

o
m

m
en

t

今月の表紙  Cover Message
　

綺
麗
な
フ
ォ
ー
ム
で
大
ジ
ャ
ン
プ
。

男
子
Ａ
走
り
幅
跳
び
は
、
高
校
時
代
に

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
や
国
体
の
出
場
経
験
も

あ
る
岡
村
拓た

く

尭の
り

さ
ん
（
新
下
松
尾
）
が

６
ｍ
を
超
え
て
貫
禄
の
勝
利
。
周
囲
の

視
線
を
一
身
に
浴
び
ま
し
た
。
男
子
共

通
走
り
高
跳
び
は
椎
葉
幸
司
さ
ん
（
竹

の
枝
尾
日
当
）
が
四
連
覇
を
達
成
。
女

子
Ｄ
60
ｍ
で
は
那
須
邦
子
さ
ん
（
古
枝

尾
下
）
が
２
位
な
が
ら
自
身
の
持
つ
大

会
記
録
を
更
新
す
る
走
り
で
ゴ
ー
ル
。

み
な
さ
ん
の
活
躍
で
、
見
事
４
年
ぶ
り

の
総
合
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

『東臼杵郡民体育大会』

選
評
・
角　

光
雄 

先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

《
特
選
》

体
調
は
曇
り
の
ち
晴
秋
が
来
る　
　

	

黒
木
八
重
子

［
評
］
い
わ
ゆ
る
挨
拶
こ
と
ば
に
「
お
元
気
で
す
か
」
が
あ
る
。
こ
の
ひ
と
言
で
親

密
度
が
生
ま
れ
る
の
だ
。
黒
木
さ
ん
は
ま
さ
か
「
曇
り
の
ち
晴
」
と
は
言
わ

な
い
ま
で
も
、
そ
れ
に
近
い
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
事
は
確
か
。
人
生
な
に

ご
と
も
曇
り
や
雨
風
ば
か
り
で
な
い
、「
晴
」
の
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
ら
。

蚊
が
刺
し
て
背
を
擦
れ
ど
的
を
得
ず　

	

小
丸
川
河
童

［
評
］
多
分
、
家
の
人
に
擦
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
そ
こ
、
そ
こ
、
い
や
ち
が
う
、

そ
の
上
の
右
、
そ
こ
だ
。
蚊
が
刺
し
た
ぐ
ら
い
で
大
の
男
が
甘
え
る
ん
じ
ゃ

ね
ぇ
。

笠
ま
深
に
唇く

ち

鮮
や
か
に
踊
の
子　

	
中
瀬　
　

汀

［
評
］
踊
笠
を
深
く
か
む
る
と
、
頬
の
あ
た
り
ま
で
か
く
れ
る
。
ひ
き
し
ま
っ
た
唇

が
見
え
る
の
だ
が
、
そ
れ
が
初
々
し
く
て
清
々
し
い
。
先
祖
の
供
養
の
た
め

の
お
ど
り
。

《
入
選
》

盆

踊

伝

統

守

る

子

供

達

那
須　

瑞
穂

歩
け
な
い
妻
の
白
靴
洗
ひ
干
す

那
須　
　

正

秋
立
ち
て
ふ
た
り
の
母
の
忌
の
近
し

山
本　

和
枝

文
月
に
友
を
思
い
て
便
り
書
く

椎
葉
シ
ヅ
子

爽
や
か
に
百
匹
の
鯉
群
が
り
て

小
八
重
知
津
子

ヒ
ュ
ル
ヒ
ュ
ル
と
夜
川
の
淵
に
か
わ
ず
鳴
く

椎
葉　
　

満

残
り
し
分
す
ぐ
手
が
伸
び
る
サ
ク
ラ
ン
ボ

戸
辺　

好
郎

俳
句
募
集
＝ 

ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

　

富
高
八
幡
宮
の
勇
壮
な
神
輿
巡
行
に
始

ま
り
、
花
屋
台
や
舞
踊
隊
な
ど
が
に
ぎ
や

か
に
練
り
歩
く
、
宮
崎
県
北
三
大
祭
り
の

一
つ「
日
向
十
五
夜
祭
り
」。
今
年
の
テ
ー

マ
は
「
温
故
維
新
」。

　

日
向
市
駅
前
に
新
し
く
で
き
た
駅
前
交

流
広
場
で
は
、
和
太
鼓
の
競
演
や
バ
ン
ド

ラ
イ
ブ
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
郷
土
芸
能
な

ど
、
多
彩
な
催
し
を
予
定
し
て
、
盛
大
に

開
か
れ
ま
す
。

■
日　

時

　
　

10
月
３
日
（
土
） 

午
後
１
時
か
ら

　
　

10
月
４
日
（
日
） 

午
後
９
時
ま
で

■
場　

所

　
　

日
向
市
中
心
市
街
地

　
　

駅
前
交
流
広
場
特
設
ス
テ
ー
ジ
な
ど

〜
８
０
０
年
の
歴
史
と
伝
統
〜

「
日
向
十
五
夜
祭
り
」

日　

向　

市

日
向
東
臼
杵
情
報

と
な
り
町
へ
行
こ
う
よ
！

【問い合わせ先】
　日向十五夜祭奉賛会
　（日向商工会議所内）
　　☎０９８２−５２−５１３１
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　クワ科クワ属。葉が卵形または広卵形で先が短く
鋭く尖り、１本の木の中で切れ込みが深いものとそう
でないものがあって変化に富む落葉樹を山中で見か
けます。これがヤマグワで葉が蚕の飼料になること
で有名です。北海道から九州までの日本と南千島や
樺太、中国の温帯、暖帯に広く分布しています。雌
雄異株で灰褐色の樹皮は縦に不規則に裂け、淡黄色
の小さな花を新枝の基部つけます。果実は長さ１−
２cmほどのイチゴ状の集合果で緑、赤、黒紫と色が
変化し熟します。この実の甘酸っぱい味を楽しまれ
た方も多いことでしょう。鳥に種子を運んでもらうた
めには果実は目立つ必要があります。緑の葉を背景
にすると赤や黒はよく目立ちますし、ヤマグワのよう
に赤と黒紫の対照的な２色の果実を同時につけると、
より見つけやすくなるといわれています。材は強靱で
磨くと光沢があり、各種器具材や床柱などに賞用さ
れています。（九州大学演習林　榎木　勉・内海 泰弘）

ヤマグワ
83

フェイス！
Face 
in September

　高校卒業後、椎葉に帰ってきて７月から社会福祉協議
会で働いています。仕事や青年団活動など、毎日楽しく
とても充実した生活を送っています。実家の豆腐作りの
手伝いも時々は頑張ります。笑！ よろしくお願いします。

19
歳
・
上
椎
葉
（
夜
狩
内
）

勤
務
先
：
社
会
福
祉
協
議
会

趣　

味
：
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

那 

須　

愛め
ぐ
み 

さ
ん

未来にはばたけ！

平成19年９月11日生まれ

おとうさん：聖哉 さん
おかあさん：ゆう子 さん
おしゃべりでおてんばで、やっせん
ぼの梅♡ あなたがどんなお姉ちゃ
んになるか、父と母は楽しみです。

平成19年９月15日生まれ

おとうさん：治実 さん
おかあさん：律子 さん
体は小さいですが、負けん気の強い
子で、姉ちゃんを負かす事も!? 笑
顔のかわいい我が家の癒し系です。

椎
葉 

梅う
め

嘉か 

ち
ゃ
ん

上
椎
葉
（
上
椎
葉
中
２
）

黒
木 

菜な

な々

美み 

ち
ゃ
ん

松
尾
（
佐
土
の
谷
）

笑顔のわ●

◎このコーナーでは、職場・各種グループ・スポーツサークルなどを紹介し、“笑顔の輪”を広げていきます。

20

　明るく清潔な店内。広がる焼きたてパンの香ばしい香り。
３月３日に販売を開始した手作りパンが大好評！！ 創業
約80年の中園本店。４代目店主の中園 騰

のぼる

さんとスタッフ
５人が、笑顔でみなさんをお迎えします。 中園 真

ま

央
お

 さん

店
内
で
手
作
り

し
て
い
ま
す

天
然
酵
母
の

焼
き
た
て
パ
ン
を

ど
う
ぞ

中園 津
つ

奈
な

子
こ

 さん

中 園 本 店（上椎葉下１）

手作りパンが大好評!!
なか　　ぞの　　ほん　　　てん


